
　第3回は、今年度の幼稚園・小中学校の経営方針に対する成果と課
題について説明がありました。
浦田　伸司 委員長より…
新型コロナウイルスの関係で計画してきたことができないことが多
かったが、今後は、反省を生かした関わり方をしていきたい。

新型コロナウイルス感染を避けるために、行事・参観の時期や在り方の見直しを図った。幼児期の終
わりまでに育てたい10の姿を大事にしてきたところ、共同性や思考力が芽生えてきた。
GIGAスクールによる確かな学力を目指してきた。習得の問題をタブレット使用によるデジタル化で
行う予定。外国や南三陸の現地とオンライン交流を行うことで豊かな心の育成を図った。
修学旅行は日帰りで郡上と高山だったが、行先ではなく仲間の絆が大事なことを再確認できたと好
意見だった。卒業式も簡素化したが職員で温かく送った。学校全体は落ち着いているが、今後、学
校リーダーの育成を図っていきたい。

学校としてはすぐに持ち帰らせたいが、家のネット環境
や理解が必要。教育委員会との相談での条件整備が必要。

学校は人格形成を目的としているので、カウンセリングも受けながら登校
刺激を与えている。

タブレットと携帯は大きさが違うだけで通信ができるという点で同じもの
である。些細な言葉のやりとりから誤解が生じてトラブルになりやすい。

　3月14日（日）中央公民館のステージで個人演奏会を開催しました。
　コロナ禍で発表の機会が少ない中、初の試みとしてグランドピアノの演奏を希望された11名
が披露しました。観客は家族のみでしたが、グランドピアノの音色とスポットライトを浴びて
楽しく演奏している姿はキラキラと輝いていました。コロナ禍でも心を満たすことのできる
企画を引き続き行っていきます。

【全体会】今年度は、新型コロナウイルス感染症予防のために分科会から開催しました。
【分科会】今年度のまとめとして、成果や来年度に引き継ぐことなどが話しあわれました。

地域人材の発掘や職場体験を受け入れ
る人材を探すために、園・学校と公民
館の連携を図りながら探していく。ふ
るさとの良さを感じられる子にするた
めに、学校のカリキュラムと公民館講
座を生かしていく。コミュニティ・ス
クールの理解を広めるために地域の方
が参画できるインパクトのある活動を
仕組んでいく。

中学校の土日等の休日に行われる部活
動を地域スポーツ活動へ移行すること
を目指していく。今後地域の指導者、
保護者の皆様等と話し合いの場を設け
ていく。
子ども達が運動できる場の確保が必要
である。

小学校の外国人取り出し指導や放課後
学習を行うことで、児童や保護者が喜
んだことが何よりである。今後、ボラ
ンティアの人数を増やすことが必要で
ある。
また、外国人の保護者を巻き込むこと
で理解や活動を進めたい。日常生活の
言語を低学年のうちから育てていくこ
とが必要である。

坂祝町町民ふれあいプールの運営事業廃止
町では、町民ふれあいプールの運営について、施設の老朽化により、民間活力の導入を視野に入れ、「ぎふ
PPP/PFI推進フォーラム」でご意見を頂きました。その結果を受けて、プールとしての活用は非常に難し
く運営事業を断念せざるを得ないという状況になりました。より良い跡地利用については、将来のまち
づくりに寄与する面が大きいため、全庁的な場を設けて検討してまいります。
25年の長きにわたり、坂祝町町民ふれあいプールをご利用いただきまして、ありがとうございました。


